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	地方創生と生産性＆賃金向上の課題
	産業構造が大きく異なるGとLの経済圏が存在。�雇用は長期的にはGは漸減傾向であるのに対し、Lは増加傾向・労働力不足が深刻化。
	Lの労働力不足を解消するためには、「労働生産性≒賃金」の持続的上昇が必須
	しかしながら日本の生産性は、欧米諸国と比較しても低水準
	分野別に見ても、ほぼ全ての分野で生産性が低いことがわかる（対米比）
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	「地方創生」が持続的創生（地方の定住人口減少の持続的な歯止め）となるために

